
　2016年6月に電力広域的運営推進機関にて策定された広域系
統整備計画において、佐久間周波数変換所の増強計画が示され、
J-POWERはその事業実施主体として選定されました（本計画はJ

パワー送変電に承継）。政策的要請や安定供給確保といった本計
画の趣旨を踏まえ、工事実施に向けた詳細検討を進めています。

取り組み内容 容量 備考
新佐久間周波数変換所新設
および関連送電線増強建替

新佐久間周波数変換所：30万kW
佐久間東幹線　約125km
佐久間西幹線　約14km

調査測量中
2027年度末増強完了予定

• 地域間をつなぐ基幹送電線、連系線設備、周波数の異なる東西をつなぐ周波
数変換所による日本の広域的電力ネットワーク設備への貢献

• レジリエンス強化および設備高経年化対策による送変電設備の信頼性向上

J-POWERグループが提供する価値

• 再生可能エネルギーの拡大
• 自然災害の激甚化に伴うレジリ
エンスの確保

• 広域的な電力の安定供給

社会課題

佐久間周波数変換所増強計画

十勝幹線

函館（交直変換）

上北（交直変換）

南川越
西東京

佐久間（周波数変換）

名古屋

北本直流幹線

熊野幹線

阿南紀北直流幹線
阿南（交直変換）

紀北（交直変換）

佐久間東幹線
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本四連系線

西地域連系線
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大間幹線（建設中）

胆沢

御母衣幹線

•  地域間をつなぐ基幹送電線等、  
総延長約2,400kmの送電線

•  周波数の異なる東西日本をつなぐ  
周波数変換所

主な設備

変電所（変換所含む）
送電線
　建設中送電線

送電事業（託送）

　J-POWERグループは、全国に総延長約2,400kmに及ぶ送電線と9ヵ所の変電所・変換所を保有・運転している送電事業者であ
り、全国の電力会社の系統の一部を担い、異なる地域電力会社間を連系して、日本の電力系統全体を広域的に運用するうえで大きな
役割を果たしています。特に本州と北海道・四国・九州のそれぞれをつなぐ広域連系設備（北本連系設備、本四連系線、阿南紀北直
流幹線、関門連系線）や、周波数の異なる東日本（50ヘルツ）と西日本（60ヘルツ）をつなぐ佐久間周波数変換所は、日本の広域融通
を担う重要な設備です。
　今後も設備の信頼度を維持・向上し、安定的な稼働確保に力を注ぐことで、日本の電力の安定供給に貢献していきます。

送変電部門の分社化
　当社は、電気事業法に定める送電事業
の法的分離に対応し、送変電部門の一層
の中立性を確保することを目的として、
2019年4月1日に、送変電部門を分社化
するための準備会社（当社100%子会社）
を設立しました。2020年4月1日に同社
名を「電源開発送変電ネットワーク（株）」
（Jパワー送変電）に変更し、送電事業を承
継しています。
　Jパワー送変電は、送電事業者として、
送変電設備の安定的な稼働と今後の広域
的なネットワーク形成を担い、保有する送
変電設備と人
財を最大限に
活かして電気
を送り続けて
いきます。
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